
教科等 外国語科

・伝える目的や話し手/書き手の意図によるニュアンス
の違いを、流れのある文を例に説明する。

・頻度や時を表す副詞を入れ替え、口頭練習を行う。

・have/hasの使い分けに戸惑う。 ・変わる部分を再確認した後、教科書の二次元コード
を使い練習する時間をとる(句から文になる際の変化
について、繰り返し聞いたり言ったりしてリズムをつ
かませる)。

・動詞を過去分詞形にすることができない。

・教科書本文や仲間と話したことを参考に、紹介したいものについて文を書く。
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　これまでにいったことがある場所やそれに関わる行動について、登場人物の対話を聞いたり自分が
経験したことをペアで伝え合ったりする活動を通して、現在完了《経験用法》の特徴やきまりを理解
し英文を書くことができるようにする。

（下線部…単元の評価規準との関連【◆知・技　ワークシートの記述】）
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【予想されるつまずき】 【必要な支援・手立て】

・単純過去「～した」と現在完了《経験》
「～したことがある」の違いがわからない。

・板書等において語(の形)の違いに色を付け、違いを明
確に表示する。

○ＡＬＴの要望に応えるために、経験や紹介したい商品について、事
実や自分の考えを整理し、簡単な語句や文を用いてまとまりのある文
章を書いている。

【書くこと　イ】

終
末

□おすすめのお土産を紹介するために、選んだものについて「おすすめのお土産カタログ」を作る。

・ＡＬＴの要望に応えるために、紹介したいものについて、まとまりのある文を書く(１人１枚紹介
カードを作る)。
・個人目標の達成状況を振り返り、次の課題を明確にする。

学びに向かう力
人間性等

主体的に学習に
取り組む態度

○ＡＬＴの要望に応えるために、経験や紹介したい商品について、事
実や自分の考えを整理し、簡単な語句や文を用いてまとまりのある文
章を書こうとしている。

単元の学習展開（全８時間）

導
入

□単元の目標を理解するとともに、学習の見通しをもつ。

・ＡＬＴの話を聞いて、状況や自分たちに求められていることなどを確認する。
・既習事項で活用できることや目標を達成するために必要なこと等を踏まえ、個人目標を設定する。

展
開

□教科書の基本文や本文を参考に、事実や自分の考えを整理しながら伝え合う。

・リスニングクイズや教科書の内容理解を通して、現在完了《経験用法》の使い方を確認する。

・紹介したいものの写真などを用いて、ペアで尋ねたり伝え合ったりする。

学習指導案 略案様式（特別の教科 道徳を除く）

２年　○組 指導者 ○○ ○○

単
元

単元名等 ＡＬＴの家族におすすめのお土産を紹介しよう　(LESSON７現在完了《経験用法》)

目標 評価規準 ※どちらかを選択し、　　　　　　で囲ってください。

知識及び技能 知識・技能

○現在完了《経験用法》の特徴やきまりを理解している。
◆経験や紹介したいものについて、現在完了などの簡単な語句や文を
用いて書く技能を身に付けている。

【書くこと　イ】

思考力、判断力、
表現力等

思考・判断・表現

「振り返り」の視点

・これまでにしたことがあることを伝えるには、何に気を付ける必要があるか

・今日学んだ表現は、どんな時に便利か／今までの表現とどんな違いがあるか

「めあて」

「訪れたことがある場所とそこで経験したことを伝えよう」

※本時は『課題』の設定をしていない


